
    市川市公共交通協議会    

○柏井線の実証実験運行 

○市内公共交通の現況 

本市では、鉄道駅を中心にバス路線網が整備されているが、道路整備が追いつかず、面的な都市整備の遅れもあり、急速な市街化が進んだ地域に
おいて交通不便地が点在している。バスの運行便数の減少は進んでいるものの、高齢化の進展や自動車保有台数の減少もあり、平成１５年を下限と
してバス利用者数は、横ばいからやや増加傾向にある。収益の悪化した路線バスの再編にあたり、住民ニーズに適合した運行計画への変更や地域
住民の協力により利用を促進し運行継続を可能とする実証実験を実施する。 

概 要  

○利用促進方策 

平成２１年１月１５日設置 
平成２１年３月２日連携計画策定 

・鉄道７路線、１６駅 
 ＪＲ：総武本線２駅、武蔵野線１駅、京葉線２駅 
 民鉄：京成電鉄５駅、東京地下鉄３駅、北総鉄道２駅、 
      東京都交通局１駅 
・民間バス１４路線（京成バス㈱、京成トランジットバス㈱） 
・市川市コミュニティバス２路線 

・自治会を通じた乗車運動の実施 
・新聞折込による周知活動の実施 

・期 間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 
・ルート 西船橋駅（朝夕のみ）～下総中山駅～若宮小学校～ 
       北方町４丁目～船橋法典駅～柏井～市営霊園～ 
       保健医療福祉センター（開所時間のみ） 
・本 数 平日４０往復（土休日３１往復） 
・運 賃 １６０円～３７０円（対距離運賃） 
 


